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移動市長室は、子育てに関する悩みや市に対する提案など、市民
の生の声を聴き、今後のまちづくりに反映させていきます。

　「第11回登米市こどもまつり」は９月22日、迫体育館
および迫公民館で開かれ、多くの親子連れでにぎわい
ました。
　会場は、ステージイベント、キッズサッカー、人形劇
や読み聞かせコーナーなどが設けられ、子どもたちの
笑顔であふれました。今年は子育て世代と市長が意見
交換する「移動市長室」も開催。参加した鳥畑知

ち

里
さと

さん
（32）＝中田町大柳＝は「限られた時間でしたが、子育て
をする中で感じていたことを共有でき、他の子育て中
の人たちの悩みや市長の考えを聞くことができたの
で、参加して良かったです」と話していました。

　「第29回定禅寺ストリートジャズフェスティバル」
（同協会主催）は９月７、８の両日、仙台市内で開かれ、
登米市内から長

な

下
げ

田
た

神楽保存会、登米ジュニア吹奏楽
団やパワーコーラスN

ナ ツ

atsu☆P
ピー

が出演しました。
　公園や商店街に設けられた会場では、多くのプレー
ヤーがジャズやロック、ゴスペルなど多彩な楽曲を披
露。３団体が出演したステージは熱気に包まれ、大勢の
観客から拍手と歓声が湧き起こりました。長下田神楽
保存会の演目を見た遠藤勇

いさむ

さん（82）＝仙台市泉区＝は
「継承されてきた伝統と文化を感じました。野外ではな
い会場でもまた見たい」と舞台を楽しんでいました。

大勢の観客の前で南部神楽を披露した長下田神楽保存会。「大き
な拍手と歓声に感極まった」と舞台の手応えを感じていました。

秋の訪れを感じさせる長沼で、ゴールを目指すクルーたち。全力
でオールをこぐ姿に、観客から大きな声援が寄せられました。

　「第30回長沼レガッタ」（とめ漕艇協会など主催）は９
月22日、アイエス総合ボートランドで開かれ、参加者約
300人が水上で熱戦を繰り広げました。
　レースは、ナックルフォアとカヌーの２種目を男女、
年齢別の11部門で競われ、66クルーが出場。選手たち
は、心配された天候を吹き飛ばす勢いで着順を競い、会
場ではバーベキューなどを楽しみました。ナックルフ
ォア混合の部で優勝したクルー「ザピオカクルーズ」の
上野寿

ひさ

恵
え

さん（37）＝迫町山の内＝は「最高の団結力で、
今年も優勝することができました。慰労会で喜びを分
かち合いたい」と勝利の余韻をかみしめていました。

　「第１回東北工業大学登米市民公開講座」は９月19
日、海

え

老
び

喜
き

商店の蔵の資料館で開かれ、同大学工学部建
築学科講師の中村琢

たく

巳
み

さんが「とよま城下町の魅力～
歴史ある建物を未来に伝える～」と題し講演しました。
　講座は、同大学と市が昨年12月に地域産業や自治体
が抱える課題に連携して取り組む協定を締結したこと
がきっかけで開催。これまで、登米町内の歴史的建築物
を調査し、新たな魅力の発見などを進めてきました。中
村さんは「登米町には歴史的に価値が高い建築物が多
い。後世に残すためには保存団体を組織し、住民が主体
となって守っていくことが必要」と訴えました。

「代表的な建築物と士農工商が感じられる建物がまとまってい
て、観光客が見て回りやすい」と登米町の魅力を話す中村さん。

　「第20回登米市絵本原画展」は９月５から８日まで、
登米市祝祭劇場で開かれ、児童や園児など848人が来場
しました。
　絵本原画展は、子どもたちが豊かな表現力や想像力
を身に付けながら、健やかに成長することを願って開
催。会場では、約150冊の宮城県図書館選定図書を手に
取って読めるほか、親子ふれあいコンサートやボラン
ティアによる紙芝居の読み聞かせ、人形劇などが催さ
れました。人形劇を見た米山保育園の佐々木穂

ほ の か

花ちゃ
ん（６）は「歌が好きなので、桃太郎の歌をいっぱい歌え
て楽しかったです」と笑顔で話していました。

来場した子どもたちはお気に入りの絵本を手に取り、友達と見せ
合いながら読書を楽しんでいました。

登米市の魅力を発信するキャラバンカー。今後は、12月１日の
はっとフェスティバルに発進予定です。

　「とめはっとキャラバンオープニングセレモニー」
は９月15日、登米秋まつり会場内で開かれ、市内外の
祭りやイベント会場などに出展するキャラバンカー
がお披露目されました。
　キャラバンカーは、市シティプロモーションキャッ
チコピー「うまし、たくまし、登米市」で表す本市の魅
力を市内外へ効果的に発信するために制作。黄色のワ
ゴン車に、市シティプロモーションロゴマークやハク
チョウなどが描かれています。熊谷盛

もり

廣
ひ ろ

市長は「キャ
ラバンカーを通して、登米市の魅力を多くの人に発信
していきたい」と力を込めました。


